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●骨量検診（P4参照）
骨粗しょう症のリスクを確認するため、骨を構成しているカルシウムなどの量（骨量）を測り、骨の強度を調べ
る検診。本市では両手のエックス線撮影をして測定している。 ●ＨＰＶ自己採取検査

子宮頸がんの原因となるＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）への感染の有無を、自宅で検体を採取する
キットを用いて検査する方法。婦人科を受診することに抵抗がある人や、時間の都合がつかないなどの
理由で子宮頸がん検診を受けられない人も検査することができ、一部の自治体で導入されている。

一
般
質
問

市政を問う

あらましを質問
者順で掲載して
います。

質
問

子
ど
も
食
堂
の
現
状
と
、

本
市
で
事
業
化
す
る
考
え
は
。

答
弁

本
市
が
把
握
し
て
い
る

子
ど
も
食
堂
は
22
団
体
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る

な
ど
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
を
事
業
化
す
る
に

は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ

つ
安
全
性
や
公
平
性
を
確
保
し

た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
現
在
運
営
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
食
堂
に
対
し
、
運
営

時
の
衛
生
管
理
や
栄
養
管
理
な

ど
、
制
度
と
し
て
の
枠
組
み
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
事

業
化
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

上
越
新
幹
線
の
終
電
時

間
繰
り
上
げ
に
よ
る
本
市
へ
の

影
響
は
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

の
協
議
の
場
は
あ
る
の
か
。

答
弁

本
市
に
は
、
新
幹
線
を

利
用
し
て
首
都
圏
に
通
勤
す
る

市
民
も
多
い
た
め
、
通
勤
利
用

者
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
の
運
行
計

画
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
決
定
す
る

事
項
で
、
こ
れ
ま
で
事
前
に
協

議
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
案
件

に
つ
い
て
は
、
協
議

の
場
を
設
け
て
ほ
し

い
旨
を
要
望
し
た
。

質
問

消
防
団
員
の
欠
員
の
状

況
は
。
ま
た
、
団
員
を
引
き
受

け
て
も
ら
え
な
い
原
因
は
。

答
弁

消
防
団
の
団
員
数
は
、

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
条

例
定
数
１
５
２
０
人
の
と
こ
ろ

１
２
４
８
人
で
あ
り
、
欠
員
は

２
７
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
欠
員
の
原
因
と
し
て
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
若
年
層
の

減
少
、
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意

識
の
希
薄
化
な
ど
が
あ
り
、
比

較
的
人
口
の
多
い
市
街
地
に
お

い
て
も
団
員
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

質
問

市
職
員
で
あ
る
消
防
団

員
が
消
防
団
活
動
に
参
加
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
人
事
異
動
の

範
囲
を
当
該
地
域
に
限
定
す
る

よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁

本
市
の
職
員
が
消
防
団

活
動
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
市
民

と
行
政
と
の
協
働
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
今
後
も
職
員
に
対
し
て

地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
地

域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
と
い

っ
た
観
点
に
も
配
慮

し
な
が
ら
適
正
な
人

員
配
置
に
努
め
た
い
。

質
問

持
続
的
で
質
の
高
い
自

治
体
運
営
の
た
め
に
は
、
増
え

続
け
て
い
る
非
正
規
職
員
の
処

遇
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
非
正
規
職
員
の
年
収
の

状
況
は
。
ま
た
、
報
酬
を
決
定

す
る
際
の
最
低
賃
金
に
対
す
る

考
え
方
は
。

答
弁

本
市
の
非
正
規
職
員
の

年
収
は
、
嘱
託
職
員
の
場
合
、

勤
続
１
年
目
の
年
収
が
約
２
２

４
万
円
で
、
勤
務
成
績
が
良
好

な
場
合
に
１
年
ご
と
に
昇
給
す

る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

報
酬
額
を
決
定
す
る
際
は
、
群

馬
労
働
局
の
決
定
に
よ
る
最
低

賃
金
の
額
を
下
回
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
報
酬
単
価
の
見
直
し

を
毎
年
度
行
っ
て
い
る
。

質
問

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
の
補
助

教
員
）
の
雇
用
の
継
続
に
つ
い

て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
雇
用
の
継
続

に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員
会

が
Ａ
Ｌ
Ｔ
一
人
一
人
と
の
面
接

を
毎
年
行
い
、
本
人
の
希
望
等

を
丁
寧
に
聞
く
と
と
も
に
、
学

校
で
の
勤
務
状
況
等
に
よ
り
総

合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
今
後

も
熱
意
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
雇
用
を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

史
跡
保
渡
田
古
墳
群
の

管
理
状
況
は
。

答
弁

本
市
で
は
、
保
渡
田
古

墳
群
を
末
永
く
保
存
・
活
用
す

る
た
め
、
令
和
３
年
度
に
策
定

し
た
史
跡
保
渡
田
古
墳
群
保
存

活
用
計
画
に
基
づ
き
管
理
し
て

い
る
。
ま
た
井
出
二
子
山
古
墳

の
周
囲
に
広
が
る
堀
の
部
分
は
、

は
に
わ
の
里
・
コ
ス
モ
ス
の
会

に
管
理
を
委
託
し
て
お
り
、
多

く
の
コ
ス
モ
ス
が
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。
今
後
も
地
域

と
連
携
し
な
が
ら
、
適
切
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
た
い
。

質
問

金
古
諏
訪
土
俵
獅
子
舞

な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
は
、

市
内
に
幾
つ
あ
る
の
か
。
ま
た

指
定
す
る
際
の
手
続
き
は
。

答
弁

市
内
の
無
形
民
俗
文
化

財
の
数
は
、
県
指
定
が
１
件
、

市
指
定
が
28
件
で
あ
る
。

指
定
の
際
に
は
、
職
員
の
予

備
調
査
の
後
、
専
門
家
に
よ
る

数
回
の
実
地
調
査
を
経
て
調
書

を
作
成
す
る
。
こ
れ
を
文
化
財

調
査
委
員
に
諮
問
し
、
指
定
が

可
と
な
れ
ば
教
育
委
員
会
が
承

認
し
、
告
示
す
る
。
な
お
、
調

査
開
始
か
ら
調
書
の

完
成
ま
で
に
数
年
か

か
る
場
合
も
あ
る
。

質
問

学
校
給
食
に
お
け
る
地

場
農
産
物
使
用
率
の
目
標
値
を

令
和
５
年
度
に
引
き
下
げ
た
根

拠
は
。
ま
た
使
用
率
の
低
下
に

よ
り
、
農
業
関
係
者
と
の
関
わ

り
や
児
童
・
生
徒
の
農
業
体
験

の
機
会
が
減
る
こ
と
を
懸
念
す

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁

努
力
目
標
と
し
て
使
用

率
を
50
％
と
設
定
し
て
い
た
が
、

過
去
３
年
間
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
等
か
ら
使
用
率
が
減
少
し
て

お
り
、
使
用
実
績
を
踏
ま
え
、

本
年
度
は
目
標
値
を
40
％
に
見

質
問

町
内
会
で
の
活
動
に
つ

い
て
、
本
市
が
保
険
加
入
を
指

導
・
支
援
で
き
な
い
の
か
。

答
弁

町
内
会
か
ら
保
険
加
入

に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
町
内
会
活
動
で
考
え

ら
れ
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
の
観

点
か
ら
、
町
内
会
で
加
入
で
き

る
民
間
保
険
会
社
の
自
治
会
活

動
保
険
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
な
ど
の
情
報
を
伝
え
て
い

る
。
保
険
加
入
に
つ
い
て
は
、

町
内
会
で
実
施
す
る
事
業
の
規

質
問

小
・
中
学
校
で
医
療
的

ケ
ア
を
行
う
介
助
手
が
急
用
等

で
不
在
と
な
っ
た
際
の
対
応
は
。

答
弁

学
校
に
配
置
し
た
介
助

手
が
急
用
等
で
不
在
と
な
っ
た

場
合
、
子
ど
も
が
利
用
す
る
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

看
護
師
が
学
校
で
医
療
的
ケ
ア

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
体
制
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問

乳
が
ん
検
診
に
エ
コ
ー

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
自
己
採
取
検
査
を
導

入
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
骨
量

質
問

子
ど
も
た
ち
の
個
性
や

能
力
を
伸
ば
し
、
将
来
的
に
社

会
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

本
市
の
小
・
中
学
校
で

は
、
学
級
や
学
年
と
い
っ
た
集

団
の
中
で
個
性
を
尊
重
し
、
互

い
に
学
び
合
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成
を
進
め
て
お
り
、
教
職
員

は
一
人
一
人
の
良
い
点
や
可
能

性
を
生
か
し
た
指
導
を
行
う
よ

う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
職
場

体
験
学
習
と
し
て
行
っ
て
い
る

や
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
通
じ
て
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
続
け
る
意
欲
や
社

会
人
と
し
て
の
基
礎
的
資
質
、

能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

質
問

教
育
長
の
立
場
か
ら
、

今
後
の
本
市
の
教
育
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁

小
・
中
学
校
は
子
ど
も

検
診
の
拡
充
を
図
る
考
え
は
。

答
弁

本
市
で
は
、
乳
が
ん
検

診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
取

り
入
れ
て
い
る
が
、
エ
コ
ー
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
も
利
点
が
あ
る
た
め
、

よ
り
効
果
的
な
検
診
方
法
を
研

究
し
た
い
。
ま
た
子
宮
頸
が
ん

検
診
に
お
け
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
自
己
採

取
法
は
、
自
分
で
採
取
で
き
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

本
市
で
は
検
診
を
毎
年
受
診
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
た
め
、

現
在
は
導
入
し
て
い
な
い
。

骨
量
検
診
は
、
現
在
で
も
40

歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
に
７
回

受
診
で
き
、
ま
ず
は

検
診
の
周
知
や
受
診

勧
奨
に
努
め
た
い
。

た
ち
が
生
き
生
き
と
楽
し
く
学

べ
る
場
所
で
な
く
て
は
い
け
な

い
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
が

抱
え
る
問
題
が
多
様
化
す
る
中
、

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
な
が
ら

寄
り
添
っ
て
対
応
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
本
市
の
学
校
を

卒
業
し
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
教
育
を
目

指
し
て
い
く
。

直
し
た
。
農
業
関
係
者
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
学

校
で
田
植
え
な
ど
の
体
験
学
習

模
や
開
催
頻
度
な
ど
を
考
慮
し

て
判
断
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

加
入
す
る
場
合
の
保
険
料
は
町

内
会
の
負
担
と
な
る
。

質
問

旅
客
運
送
業
界
に
お
け

に
よ
る
交
流
を
図
っ
て
お
り
、

今
後
も
農
業
関
係
者
と
連
携
し

て
地
産
地
消
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問

本
市
に
お
け
る
部
活
動

に
関
し
て
、
企
業
や
既
存
の
地

域
ク
ラ
ブ
と
連
携
、
協
力
し
て

い
る
例
は
あ
る
の
か
。

答
弁

部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
し
て
、
現
在
本
市
が
企
業
と

連
携
し
て
い
る
例
は
な
い
が
、

学
校
や
生
徒
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

等
と
連
携
、
協
力
し

な
が
ら
活
動
し
て
い

る
部
活
動
も
あ
る
。

る
人
材
確
保
の
た
め
、
本
市
が

奨
励
金
を
支
給
す
る
な
ど
の
支

援
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁

本
市
で
は
、
中
小
企
業

就
職
奨
励
金
や
中
小
事
業
者
資

格
取
得
支
援
事
業
な
ど
の
人
材

確
保
・
育
成
の
た
め
の
支
援
策

を
実
施
し
て
い
る
。
公
共
交
通

維
持
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
交
通

事
業
者
等
に
改
め
て
周
知
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
実
情
の
把

握
や
情
報
収
集
に
努

め
、
実
施
可
能
な
支

援
策
を
研
究
し
た
い
。

伊い
と
う藤

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
の
是
正

本

市

の

英

語

教

育

三み
つ
い井

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

地
域
の
居
場
所
支
援

公
共
交
通
を
軸
と
し
た
都
市
の
持
続
的
発
展

後ご

閑か
ん

賢け
ん

二じ

（
新
風
会
）

消

防

団

新に
い
く
ら倉

哲て
つ
ろ
う郎

（
無
所
属
）

学

校

給

食

部
活
動
の
地
域
移
行

本市の地場農産物

自治会活動保険

△△△保険株式会社

自治会活動保険ボランティア保険
のご案内

○○損保株式会社

万が一に備えた補償を

小お

の野
聡さ

と
こ子

（
公
明
党
）

医
療
的
ケ
ア
児
等
の
就
園
・
就
学
に
対
す
る
支
援

生
涯
に
わ
た
る
健
康
支
援

根ね
ぎ
し岸

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

学
校
教
育
の
課
題

中な
か
じ
ま島

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

区
長
会
・
町
内
会
活
動

旅
客
運
送
業
の
人
手
不
足
に
よ
る
公
共
交
通
へ
の
影
響

青あ
お
き木

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

群
馬
地
域
に
お
け
る
有
形
・

無
形
文
化
財
の
保
存
と
活
用

（P5参照）




